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Crown English Communication I, pp. 4–5. 
 

Lesson 1 

When Words Won’t Work 
 

Words are words and pictures are pictures.  Most of our 

(1)information (2)comes from words. But we are getting more and 

more information from little pictures.  We call them “pictograms.” 

 

－1 

Language  is  an  important  (3)means  of 

communication. You exchange greetings. At school 

you listen to your teachers, have discussions, and 

enjoy talking with your classmates.  At home you  

do your homework.  For all of these activities you 

use language. 

Yet, there is another important means of 

communication.  Look around carefully, and you will 

notice lots of pictograms.  Take a (4)look at the 

following.  Even little kids may know them. 

The one on the (5)left shows an emergency exit.  

The one in the middle shows a restroom.  The one on 

the right shows an escalator. 
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Lesson 1—Section 1 

(1) information  1a, p. 998. 

 

・ 発信活動にも必要な名詞として，まずは

のロゴから不可算名詞であることを確認

させる。教科書本文では most of our infor- 

mation (私たちのほとんどの情報)と量を

表す表現だが，複数形にはならないことに

注意させる。辞書の第 1 用例には×を付し

て[×informations] (informations としない，

の意)と記されているので再確認させる。数

える場合に使われる a piece of … informa- 

tionのコロケーションが第 2用例になって

いるのでチェックさせるとよい。 

・ 「…についての情報」という場合に使われ

る前置詞が，二重山形かっこに囲って

示されているのでチェックさせる。特によ

く使われる about, on は太字になっている

ので注意させる。辞書の第 3 用例を参照さ

せ，of は使わないことが×を付して示され

ているので併せて確認させる。 

 

 

 

(2) come  come from A, p. 375. 

 

・ 生徒にとっては，come from A の意味とし

て「…出身である」をまず思い浮かべるで

あろうが，教科書本文は主語が物(most of 

our information)であり，この文脈には合

わないことを確かめさせる。成句義には，

一緒に用いられることの多い主語に関す

る情報(選択制限)が山形かっこ〈  〉で示さ

れているのでチェックさせ，〈情報・教訓な

どが〉A から得られる」と記された(5)に導

く。 

・ を使った注記には「進行形にしない」と

説明されているのを確かめさせる。 

・ 辞書の用例をチェックさせ，教科書本文が

「私たちの情報のほとんどはことばから

得られる[来ている]」という意味になるこ

とを確認させる。
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(3) means  1, p. 1195. 

 
・ mean ではなく，means と s が付いた形で

見出し語になっていることに注意させた

上で，のロゴに続いて示された複数形が

(～)となっていることから，単数形と複

数形が同じであることをチェックさせる。

教科書本文では an important means と不

定冠詞の an が付いていることから，単数

扱いであることを確認させ，語義1へ導く。

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じなので

参照させ，教科書のこの部分が「コミュニ

ケーションの重要な手段，重要な伝達手段」

という意味になることを確認させる。 

・ さらに，→を使って参照すべき部分を示し

た(→way1)という参照指示に注意させ

る。way1 (p. 2127)のコラムで類義語と

の違いをチェックさせて，教科書のこの部

分では「言語がコミュニケーションを図る

ための媒介手段である」と言っているので

means がふさわしいことを確かめさせる。 



 

(4) look 1a, p. 1142. 

 
・ 第 1用例が教科書本文と同じであることか

ら語義 1a に導き，take a look at A は動詞

の look を用いた look at A と同様に「A を

見る」という意味であることを確かめさせ

る。 

・ 第 1 用例には主に米，主に英という地

域差を示すラベルが付いていることに注

意させ，主にアメリカ英語では take a look 

at …，イギリス英語では have a look at …

が用いられることを確かめさせる。 

・ →を使って参照すべき部分を示した (→

take3a)という参照指示に注意さ

せる。take3a (p. 1918)のには，同じ

意味を表す動詞を使った表現と，動詞派生

の名詞を使った表現(教科書のこの部分で

は look at …と take a look at …)との違い

が説明されているのでチェックさせる。

take3a の第 1 用例は教科書本文と同じ

look を使っているので確かめさせる。 

 
・ さらに take3a にはコーパスの窓というコ

ラムがあるので，余裕があれば参照させた

い。コラムを読ませることで，動詞派生の

名詞を使った「take [have] a+」という

表現の英米差についての情報や，この文型

で使われる他の名詞についての知識も得

られ，理解が深まることが期待される。『ウ

ィズダム英和辞典』はコーパスを用いて編

纂されており，コーパスの窓では実際に使わ

れている英語の実態が解説されている点

に触れておくのもよい。 
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(5) left1 1a, p. 1097. 

 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じである

語義 1a に導く。用例が太字で示されてい

ることから，この形がよく用いられるコロ

ケーションであることに注意させる。 

・ 通例 the/one’s ～という用法指示から，

普通は theもしくは代名詞所有格と共に用

いられることを確かめさせる。辞書の第 1

用例では，角かっこ[  ]を使って the は

your に書き換え可能であることが示され

ているので確認させる。on the left, on 

one’s left のどちらの形も頻出する句とし

て覚えさせたい。
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Crown English Communication I, p. 6. 

 
－2 

Pictograms are often used in (1)public places.  

Why do people use pictograms instead of words 

(2)such as “emergency exit,” “restroom,” or “escalator”?  

Aren’t words better than pictograms? 

Pictograms are used for at (3)least two reasons.  

First, you can usually guess their meanings just by 

looking at them.  However, you cannot understand 

words if you don’t know the language.  For this  
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Lesson 1—Section 2 

(1) public 2, p. 1517.

 

・ 辞書の第 2用例が教科書本文と同じである

ことから語義 2に導く。用例と訳を確かめ

させ，教科書のこの部分が「ピクトグラム

はしばしば公共の場で使われる」という意

味になることを確かめさせる。 

・ のロゴに続いて(比較なし)と記されてい

ることをチェックさせ，比較変化をしない

形容詞であることを確認させる。また語義

番号に続いて，限定用法であることを示す

の前でという用法指示があることに

も注意させる。意味だけでなく，文法情報

も確かめる習慣を付けさせたい。 

 

(2) such  such as, p. 1884. 

 

・ 重要成句であることを示すアステリスク

(*)が付いているのでチェックさせる。 

・ 教科書本文では such as “emergency exit,” 

“restroom,” or “escalator”と or が用いられて

いることを確認させる。成句義(1)の第１

用例では and が用いられているので比較

させて，用例訳に続く(and の代わりに

or も用いられる)という注記を確かめさせ

る。 

・ 成句義に続く(→for EXAMPLE 読解のポイン

ト)という参照指示に注意させる。参照先は

スモールキャピタルで示された見出し語

example にある読解のポイントというコラム

(p. 655)であることを確認し，参照させる。

入試の読解問題対策や英作文に役立つ解

説があるのでぜひ確認させておきたい。コ

ラムの第 2用例は such asを使ったものな

のでチェックさせる。 

 

 

 

(3) least  at least, p. 1094. 

 

・ 重要成句であることを示すアステリスク

(*)が付いているのでチェックさせる。(2)の

成句 such as にもアステリスクが付いてい

るので，続けて同じ作業をさせると知識の

定着が期待できる。  

・ 教科書本文では，at least の後に two rea- 

sons という数量表現が続いていることか

ら成句義(1)に導く。 

・ 辞書の用例を参照させ，at least は後置さ

れる場合もあること，またその場合には 

(後置の方が強意的)の注記のように意味

が強まることを確かめさせる。 
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Crown English Communication I, p. 7. 

 

reason,  pictograms  are  used  at  international 

airports. 

Second, you can quickly (1)recognize pictograms 

even if they are far away because of their simple 

design and bright colors.  For this reason, they are 

used on (2)roads. 

Take a look at these road signs: 

 

 

 

These are not used in Japan, but you can easily 

guess their meanings: “Drawbridge (3)ahead,” “Watch 

out for kangaroos,” and “Roundabout ahead.” 
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(1) recognize  1, p. 1568.

 
・ 教科書本文がピクトグラムの使われる理

由を説明している部分であることから，

can quickly recognize pictograms が「ピ

クトグラムをすぐ[容易]に認識できる」と

いう意味になる語義 1 に導く。 

・ 山形かっこ〈  〉で示されている目的語の

特徴(選択制限)が，「〈(覚えのある)人・物・

事〉」となっているのをチェックさせる。

教科書本文の目的語である pictograms は，

日常生活で見覚えのあるものが記号化さ

れているので「見ればすぐにわかる」と言

っていることを理解させる。

・ を使った注記で，「(考えたり新しい情報

のおかげで)突然事実や意味に気づくの意

の realize と違い, 以前の経験･覚えなど

からそれだとわかること」と類語との違い

が説明されているので参照させる。realize

だけでなく「…がわかる」と訳すことので

きる動詞(see, understand, know など)は

ほかにもあるので，訳語以外の意味合いの

違いの説明にも注意させるようにしたい。



(2) road  1, p. 1625.

 

・ 訳語を調べなくてもわかる場合，生徒は辞

書を引こうとしないので，訳語以外にもさ

まざまな情報が英和辞典に載っているこ

とを教えたい。まず，見出し語・発音記号

の横に(-oa-は/oU/; rode, rowed と同音)

という発音注記があるのでチェックさせ

る。「ロード」というカタカナ語からの類推

で発音しがちなので注意させる。 

・ 語義に続くを使った注記に，「道・路」を

表す類語との違いが説明されているので

確認させ，road が道路一般を指す語であ

ることを確認させる。

・ 基本語として発信活動に生かせるよう，

コラムにあるコロケーションをチェ

ックさせる。

・ 教科書本文の次行(15 行目)に複合語の

road sign があるので，見出し語の最後に

ある，に続く分離複合語の箇所を参照さ

せる。分離複合語では見出し語がスワング

ダッシュ( ~ )で省略されていることに注意

させ，意味を確認させる。





  



編集用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（クラウン Lesson 

1） 

 - 9 - v.2.02, as of 24 April 2017 

(3) ahead  1, p. 47.

 
・ のロゴから品詞が副詞であることに注

意させる。前置詞のように名詞に先行する

形で使う場合はの ahead of A を使う

ことを確認させる。 

 

・ のロゴに続いて「(比較なし)(⇔behind)」

と記されているのを確かめさせる。それぞ

れ「比較変化はしない」こと，「反意語は

behind である」ということを確認させる。

・ 教科書本文では「道路標識」の話をしてい

ることから，「位置」を表す語義 1に導く。

「前方に…があるので注意せよ」という意

味の標識であることを確かめさせる。
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Crown English Communication I, p. 8. 

 
－3 

People from different cultures can usually 

understand pictograms easily. But (1)sometimes they 

find pictograms confusing. Look at this pictogram: 

 

 

 

It tells different people different things.  Maybe  

this man is (2)clearing a landslide.  Maybe he is 

opening an umbrella on a windy day.  Actually, this 

man is working on a road.  This is a pictogram for 

“Roadwork ahead.” 

You can usually get the message from a 

pictogram as soon as you see it.  But sometimes 

you have to learn the meaning of a pictogram, just 

like you learn the words of a foreign language. 

Pictograms may never take the (3)place of  

words, but they are already an important means of  
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Lesson 1—Section 3 

(1) sometimes , pp. 1803–04.

 

・ sometimes の用法の確認と同時に，頻度副

詞についても調べさせたい。教科書本文が

文頭(主語の前)で sometimesを用いている

ことを確かめさせ，辞書の第 1 用例，第 2

用例と比較させる。の(1)を参照させ，

文頭・文中・文尾のいずれでも用いること

を確認させる。さらに文中での位置をの

注記で確かめさせる。 

・ もあるのでチェックさせる。特に解説

冒頭の「sometimes は約 50％の頻度」とい

う説明に注意させて，コラムの最後にある

参照指示(→always1(2))に従って該当

箇所(p. 65)を参照させる。(2)(a)に教科書本

文 1，9 行目の usually，13 行目の never

を含め，頻度を表す副詞が頻度の高い順に

リストされているので確認させる。 
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(2) clear  1a, p. 348. 

 

・ 教科書本文が is clearing a landslide と目

的語の名詞(a landslide: 崩れた土砂)を伴

った他動詞 clear の現在進行形であること

を確かめさせる。 

・ 山形かっこ〈  〉で示されている目的語の

特徴(選択制限)が〈じゃまな物〉と示され

ている語義 1aに導き，教科書本文が「崩

れた土砂を片付けている」という意味にな

ることを確認させる。 

 

(3) place take the place of A, p. 1445. 

 

・ 動詞と名詞の両方が含まれる成句の場合，

通例は名詞の方に成句が立項されている

ので place の成句をチェックさせる。take 

A’s place の形もあるため，成句見出しでは

take A’s place=take the place of A と併記

されていることを確認させる。 

・ 成句見出しのところによりかたくという，

文体に関するレーベルが付いていること

に注意させ，take A’s place と take the 

place of A は言い換え可能だが，後者の方

がよりかたい言い方であることを確認さ

せる。 
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Crown English Communication I, p. 9. 

 

communication.  Some  people  are  making  full 

sentences and even telling stories with pictograms.  

A famous Chinese artist wrote the (1)following 

“sentence.”  Can you read it? 

 

 

 

Will pictograms (2)eventually take the place of 

words?  Will they be the language of the future?  

What do you think? 
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(1) following  2, p. 742.

 
・ セクション 1 に出てきた following は名詞

だったが，教科書のこの部分では定冠詞

the に後続し，名詞 sentence に先行してい

ることから形容詞であることを確認させ

る。 

・ のロゴに続いて「(比較なし)の前で」

と記されていることから，比較変化をしな

い限定用法の形容詞であることを確かめ

させる。 

・ 教科書本文ではすぐ下にピクトグラムを

使った文が記されているので，「次に述べ

る，下記の」を表す語義 2 に導く。語義番

号に続くthe ～という用法指示に注意

させ，この意味では the と共に用いられる

ことを確かめさせる。 

 

(2) eventually , p. 648. 

 

・ 語義だけでなく，結末という意味機能表

示や，それに続く(  )で示した補足説明に

も注意させた上で，教科書本文が「ピクト

グラムはゆくゆくはことばに取って代わ

るだろうか」という意味になることを確認

させる。 

・ の注記にある「順番が『最後に』という

意味では finallyを用いる」という説明や，

をチェックさせる。「結局，最後に」と

訳すことのできる finally, at last との違い

を確認させる。 

 

 


